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研究成果の概要（和文）：本研究では，3つのフィールドにおいて研究を行った。1つは，小学校・特別支援学級
において授業分析を行った。2つは，アメリカニューヨーク州，シラキュースにある異年齢教育を行う小中学校
において参与観察を行った。3つは，わが国の保育・教育・福祉実践に焦点を当てて自閉症スペクトラム障害児
の教えあいについて分析を行った。
その結果，２つのことが明らかになった。１つは，様々なフィールドにおいて自閉症児同士もしくは自閉症の子
どもと他の子どもとの教えあいが見られたことである。２つは，知識を有しなくても教えあいは可能であるとい
うことである。この事実は，「教える」という行為の見方をとらえなおす重要な示唆を与える。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to investigate mutual teaching among children 
with autism spectrum disorder. The three studies were conducted. As a result, two findings were 
found. The first finding is that children with autism spectrum could show mutual teaching. If the 
activity had various answers, mutual teaching were often occurred. The second d finding is that 
mutual teaching was often showed even if the children and persons with autism and other disabilities
 had less knowledge. These findings also suggest that the meaning and definition of teaching 
behavior should be reconsidered.

研究分野： 教育心理学
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１．研究開始当初の背景 
 
自閉症スペクトラム障害のある児童に対

して，社会性の支援に注目が集まっている。
実際，RDI，SCERTS モデル，関係発達臨床
など様々な支援プログラムが開発されてい
る。社会性の支援に注目が集まっているのは，
社会性が障害特性の中核ということにとど
まらず，ライフサイクルにわたって重要な鍵
になるという認識が改めてなされているか
らである。 
一方，「子ども―子ども」という関係性の

なかで社会性の支援を進めるプログラムは
少なかった（赤木, 2013a）。しかし，自閉症
児スペクトラム障害児同士の社会的関係を
支援することは，以下の 2点から重要である。
1 つは，大人のような「足場かけ」をしない
子どもを相手とするからこそ，他者の心的状
態を推し量ったり，情動調整をするなどの機
会が増加し，多様な社会の発達が促される可
能性が高いからである。2 つは，日常の仲間
同士の関係を円滑にするからである。自閉症
スペクトラム障害児においては，いじめに象
徴されるように仲間関係のトラブルが多く
報告されている。この事実を踏まえれば仲間
関係から社会性の支援を進める意義は高い。 
そこで，本研究課題では，「教えあい」に

注目した。その理由は，以下の 2 つによる。
1 つは「教えあう」行為そのものが，友人関
係を豊かにするからである。教示行為を行う
ためには，他者の知識や技能状態を推測する
な ど 多様な 社 会的能 力 を必要 と す る
（Strauss et al, 2012）。また，同時に教示を
受ける側も，説明が十分とはいえない友人の
発言内容を理解するなど社会的能力を必要
とする。 

2 つは，様々な授業場面で適用可能だから
である。教示行為自体は，生活単元学習のみ
ならず系統的な教授を必要する国語や算数
においても普遍的に見られる。そう考えれば
「教えあい」の教育方法は，どの授業でも，
応用可能性が高いと考えられる 
 
２．研究の目的 
 
 以上の問題意識を背景に，本研究では，以
下の 3 つを目的とした。 

1 つは，小学校の特別支援学級において，
障害のある子どもどうしの教えあいを積極
的に導入している授業を対象として，その教
えあいのメカニズムを明らかにすることで
ある。 

2 つは，異年齢教育を実施している小学校
（アメリカ・NY 州・シラキュース）に長期
の参与観察を行い，そこで障害児同士および
障害児と定型発達児の教えあいの実態や意
味，メカニズムを明らかにすることである。 

3 つは，わが国の保育・教育・福祉実践に
焦点を当てて自閉症スペクトラム障害児の
教えあいについて分析を行った。 

以上を通して，自閉症スペクトラム障害の
ある子どもどうしの教えあいの実態・意味・
成立メカニズムを明らかにすることが本研
究課題の目的である。 
 
３．研究の方法 
 
研究 1：障害児どうしの教えあいを積極的に
導入している公立小学校・特別支援学級を対
象に参加観察・分析を行った。在籍児童は，
自閉症スペクトラム障害児やダウン症児，知
的障害児など 6 名が在籍していた。2 名の教
師が授業を行った。特に，国語の授業を観察
した。 
 
研究 2：アメリカ・ニューヨーク州・シラキ
ュース地域において，小学 1 年生から中学 3
年生までの異年齢教育を実施している New 
School という私立学校に半年間，参与観察を
行った。また教師にも適宜，インタビューを
行った。自閉症児を含め複数の障害児が学校
に通っていた。 
 
研究 3：複数の保育園・幼稚園・小学校で行
われているいくつかの実践記録およびイン
タビューなどの資料を収集し，そのうえで，
自閉症児の教えあいの様相について検討を
行った。 
 
 
４．研究成果 
 
研究 1の結果：自閉症スペクトラム障害児

の教えあいについて検討した。そのなかでは，
自閉症スペクトラム障害の子どもを含む障
害のある子どもどうしが，国語の時間に「創
作熟語」という答えが 1つではない活動を実
施していた。そこでは，教員が教壇に立つ時
間はほとんどなく，能力差・学力差がある子
どもどうしが，ほぼ均等に出題者になり，「こ
れはどういう意味だと思いますか？」と尋ね，
出題者の側にたっていた。教えあいが成立し
ていたと考えられる。その理由は，「創作熟
語」の意味を，出題者役の子どもがあらかじ
めわからなくても，出題することが可能にな
る構造を有していたからである。 
なお，すでに，赤木（2013）で発表したも

のを，定量的に分析し，さらに詳細に再検討
を行った。この成果は，2014 年の World 
Association of Lesson Studies で発表され
た。 
 
研究 2の結果：New School において参与観

察を行った結果，以下の 3点が明らかになっ
た。 
1 つは，自閉症スペクトラムの子どもも含

めて，子どもの教えあい・学びあいの頻度が
高かったことである。障害・年齢に関係なく
教えあい，学びあいの授業が成立することが
明らかになった。 



2 つは，自閉症スペクトラムの子どもが，
障害のない子どもに教えることや，逆の関係
も見られたことである。例えば，算数的な教
科においては，他の年齢よりも知識を有して
いることが多かったり，また，異年齢学校で
あるので，自分よりも 5 歳，6 歳下の子ども
には教えることができていた。 
3 つは，このような子どもどうしの授業は，

「コントラクト」と呼ばれる独自のカリキュ
ラムにあることが明らかになった。学校の全
生徒が，「個別学習」「ペア学習」「グループ
学習」「全体学習」を組み合わせながら，そ
のなかで，障害のある子どもが教え手になる
時間も位置づけられていた。 
これらの成果は，『アメリカの教室に入っ

てみた：貧困地区の公立学校から超インクル
ーシブ教育まで』（ひとなる書房）という単
著としてまとめられた。 
 
研究 3の結果：いくつかの実践記録を分析し
た結果，興味深い事実が明らかになった。 
それは，相対的に知識量や技術が少ないも

のがが必ずしも「教えられる」側だけにまわ
らないという事実である。例えば，ある知的
障害者のかたは，仕事先の高齢者施設におい
て「麻雀」をするという活動をしていた。そ
こでは，知的障害のかたは，「麻雀」を教え
てもらう立場であった。しかし，結果として
は，高齢者は，その知的障害者の方に教える
ことで，自分の有する知識を活性化させ，他
者にわかるように伝える能力を維持・向上さ
せていることが明らかになった。この事例は
「教えられながら教える」行為であり，1 つ
の行為にいわば，能動と受動の両方が含意さ
れており，そのことで，教えあいの重要な成
立基盤になっていることが示唆された。 
この事例のほかにも，類似したエピソード

を収集しており，教えあいを成立させる意味
あいは大きいものと考えられる。 
この成果は，2018 年 8月に出る予定である

単著『目からウロコ！自閉症児の発達と保
育・教育』（全障研出版部）として出版され
る。 
 
以上 3つの研究結果をまとめると，自閉症

スペクトラム障害児（やその他の障害児を含
める）の教えあいについては，以下の 3つの
視点が重要であると示唆される。 
1 つは，「教える」という教示行為の前提を

問いなおすことである。一般的に，教示行為
は，「知識を有するものが，知識を持たない
ものに，その知識を伝達する」行為としてと
らえられることが多い。実際，発達研究でも
このような定義がなされている。しかし，こ
のような全体に経つ限り，知識やコミュニケ
ーション能力で相対的に困難さを抱える自
閉症スペクトラム障害や知的障害のある子
どもは，「教えられる」存在になってしまう。 
しかし，研究 1や研究 3で紹介したように，

知識が相対的に少なく，かつ，コミュニケー

ションに困難を抱える場合でも「教えられな
がら教える」といった特徴的な形態で教える
ことが可能となっていた。研究 1や 3の知見
は「知識を有する人のみが教えることができ
る」という従来の特権的な定義を見直す必要
があることを示唆している。 
2 つは，「教える」行為の意味を，「教えら

れながら教える」「教えながら教えられる」
というように拡張することである。通常，1
つの行為には「能動」もしくは「受動」の 1
つの意味があてられる。しかし，研究 1 や 3
の知見からも明らかになったように，状況に
よっては，「教えられながら教える」行為も
教える行為とみなすことができる。このよう
に教示行為の意味を拡張させることで，自閉
症スペクトラム障害児においても教えあい
の行動が成立しやすくなると示唆される。 
3 つは，ただし「知識や技術が相対的に少

なくても教えられる。それゆえ教えあいが可
能である」と主張するには，いくつかの方法
論が必要だということである。 
具体的には，2 点の方法が重要であると示

唆される。2点目は，「答えが 1つではなく多
様である」活動を準備することの重要さであ
る。答えが 1つの場合，どうしても知識量や
技術の影響が大きくなる。しかし，研究 1の
「創作熟語」のように，答えが多様である場
合，どのような意見であれ，「答え」として
尊重される。そのことで，どの子でも「教え
る」ことが可能になる。 
2 点目は，多様な活動と関係性を準備する

ことの重要性である。研究 2のように自閉症
スペクトラム障害児を含めた異年齢学校で，
「教えあい」が成立した 1つの要因は，多種
多様なペア，小集団，中集団，大集団という
関係性のなかで，多様な活動が準備されてい
た。このような関係・集団が準備されている
ために，いずれかの活動で，障害児を含めそ
れぞれの子どもが有している知識や技術の
「出番」が増えて教えあいが成立しやすくな
ったと考えられる。 
逆にいえば，赤木（2017）が指摘している

ように，日本の学校教育の主流である「一
緒・一斉授業」の中では，障害児どうしの教
えあいが成立することは困難なことが多く，
現在の授業方法ではなく授業の枠組みを見
直すことが必要となるだろう。 
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